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( 181 ) 
火山破裂に於げる地震額度経過のー考察
2.開ロ期の地震(準備地震と略時せん). 破裂力は開口に於ては開口力(塵力)として
作用する。従って開口力巻Pとし R~管栓抵抗(底力)， λ守準備地震回数，時聞を f と
すると，爆音回数の場合の結果がそのまミ利用出来るから
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叉叫ん cは或定数，P， Ro Iま 1=0のときの P，R の値である。










n=~D-三L+Aft - laFト zg九，
女-yP" . (去-y久yム(走-y九)
dl = a.P"J 1 ム空会r_~___D'¥λ-十
dl R" l" Rτ¥Rτaぺ rr 
-・・・・(4)
但t.. (~jRτ+y 1'，)1 tま甚だtl、き Ulつ， s/P.τ>yl'" 




































































一 -r-ー~一ー___，. ，---... 
























































大森教授に依ると浅間火山に於ては 5.7秒， 2.Ii沙， 1.27秒， 0.82秒， 0.39秒が認められ，
有珠岳，三原山に於ては 0.52秒， 1.1秒， 1.6秒， 2.1秒の卓越が認められる。阿蘇に於τは













































































ー かくて Vulcano型， Vesvius型の差はあっても原則としては Intrusionによる地震には
_...._-L_({ dp、_"p..l必歩“前格"があって， τtがて本震I(一一一)=s一一|となわ次で告余震を附障するのが
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